
 令和3年度北海道看護研究学会(2021.11)

訪問看護事業所における大学・大学病院との連携と
ニーズの実態

井戸川みどり, 山内まゆみ, 塩川 幸子, 牧野志津, 金田豊子, 
平塚志保, 九鬼智子, 奥田久美, 平瀬美恵子



一般演題応募原稿①抄録原稿様式 

訪問看護事業所における大学・大学病院との連携とニーズの実態 

キーワード 訪問看護事業所 大学・大学病院 連携 ニーズ 

 

〇井戸川みどり 1)2)、山内まゆみ 1)3)、塩川幸子 1)3)、牧野志津 1)3)、金田豊子 1)2)、平塚志保 1)2)、九鬼智子 1)2) 

奥田久美 1)3)、平瀬美恵子 1)2) 

 

1) 旭川医科大学看護職キャリア支援センター 2) 旭川医科大学病院看護部 3) 旭川医科大学医学部看護学科 

                     

Ⅰ．背景・目的 

人々が望む暮らしの実現に向けた地域包括ケアシス

テムの構築に向け、訪問看護は重要な役割を担っている。  

本調査は、訪問看護事業所が期待する大学・大学病院

との連携とニーズの実態を明らかにし、訪問看護及び連

携に関わる看護職のキャリア支援の基礎資料とする。                        

Ⅱ．研究方法 

1.研究デザイン 無記名自記式質問紙を用いた調査研究 

2.方法 

(1) 調査期間：令和2年2月～3月 

(2)対象：北海道内の訪問看護事業所536か所の管理者 

のうち、研究協力の承諾を得られた94事業所の管理者 

(3)調査方法：承諾を得られた事業所へ「調査協力依頼書」 

「調査用紙」を送付し郵送で回収した。 

(4)調査項目 

1)事業所の概要：事業所所在地（以下、所在地）、職員 

配置、1日の平均訪問件数 

2)連携の状況：B 大学病院との連携の有無（単一回答） 

と内容（複数回答）、B大学主催の研修会等への参加の 

有無（単一回答）、B大学・B大学病院の資源を活用した 

取り組み（以下、今後の取り組み）への参加希望の有無 

（単一回答）と内容（複数回答） 

3.分析方法 

(1)北海道内14の総合振興局・振興局ごとに単純集計 

(2)B大学病院との連携、B大学主催の研修会等への参加

の有無と今後の取り組み希望内容数については、Mann–

WhitneyのU検定を用いて分析した（有意水準p＜0.05）。 

Ⅲ．倫理的配慮 

研究の趣旨、参加は自由意思で不参加により不利益は

生じないこと、参加中断の自由、匿名性の保持、回答済

み調査用紙の返送による同意確認、本研究のみでのデー

タ使用と厳重保管を文書により説明した。回答は 15 分

程度とし負担を最小限にした。本調査は旭川医科大学倫

理委員会（承認番号：18232）の承認を得て行った。 

Ⅳ．結果 

73の訪問看護事業所から回答を得た（回収率77.7%）。

1.訪問看護事業所の概要 

所在地は、石狩21件(28.8%)、上川17件(23.3%)、空

知とオホーツクが各6件(8.2%)、渡島4件(5.5%)、後志、

胆振、十勝が各3件(4.1%)、他2～1件であった。平均看

護職員数は 6.6±3.3 人で、所在地別では 3 地域が全体

の平均を上回り、釧路11±4.2人、留萌8±1.4人、石狩

7.4±4.0人であった。平均リハビリ専門職数は1.5±2.3

人で、所在地別では石狩3.0±3.2人、胆振2.7±3.1人、

渡島2.3±3.9人の順に多く、後志、日高、桧山、宗谷、

根室は配置がなかった。1 日の平均訪問件数は 17.7±

13.5件であり、所在地別では石狩 24.2±20.2件、留萌

22.5±3.5件、オホーツク22.7±8.8件が多かった。 

2.これまでの連携の有無と今後の希望 

B 大学病院と“連携あり”は、上川、オホーツク、留

萌、宗谷、空知の5地域23件(23.5%)であった。内容は、

退院前後のサマリー等による情報共有、退院前カンファ

レンス、共同指導、同行訪問の順であった。“研修会等へ

参加あり”は上川と空知の2地域14件(19.2%)であった。    

“今後の取り組み”への参加希望は63件(86.3%)で全

地域から希望があった。内容は勉強会41件(65.1％)、専

門性の高い看護師からの助言や介入 39 件(61.9％)、事

例検討会30件(47.6％)の順に多かった。B大学病院との

連携、B 大学主催の研修会等への参加の有無と今後の取

り組み希望内容数に有意差は見られなかったが、研修会

等への参加経験があると今後の取り組み希望内容数が多

い傾向であった(p=0.052)。 

Ⅴ．考察 

1.訪問看護事業所の連携とニーズの実態 

 高齢化による複雑な背景や在院日数短縮等により退院

後も医療依存度の高い患者が増加している中、訪問時は

的確な判断、ケアが必要とされる。教育機関であり、多

様な専門職と専門・認定看護師等が在籍する大学・大学

病院との連携に関するニーズは高い。 

2.今後の取り組みに向けて 

 北海道という広大な地域における訪問看護事業所のニ

ーズから、大学・大学病院の強みを活かした取り組みの

方向性として、専門性の高い知識の共有、困難な事例の

検討、意見交換の必要性が示唆された。今後、大学・大

学病院、地域双方の看護実践能力向上を目指したキャリ

ア支援体制の構築を行っていきたい。 

Ⅵ．結論 

 訪問看護事業所のニーズは、実践で活用できる専門的

知識やケアへの介入であった。今後は大学・大学病院の

強みを活かした連携・学習体制の構築を行う。 
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目的

人々が望む暮らしの実現に向けた地域包括ケアシステムの構築に向け、
訪問看護は重要な役割を担っている。

本調査は、訪問看護事業所が期待する大学・大学病院との連携とニーズ
の実態を明らかにし、訪問看護及び連携に関わる看護職のキャリア支援の
基礎資料とする。
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研究方法
1.調査期間：令和2年2月～3月

2.対象：道内訪問看護事業所536か所のうち、協力を得られた94事業所の管理者

3.調査方法：対象の事業所へ調査協力依頼書、調査用紙を送付し郵送で回収



研究方法

4.調査項目

1)事業所の概要：所在地、職員配置数、1日の平均訪問件数

2)連携の状況：B大学病院との連携の有無と内容

B大学主催の研修会等への参加の有無（以下、研修会への参加）

B大学・B大学病院の資源を活用した今後の取り組み(以下、

今後の取り組み)への参加の希望の有無と内容

5.分析方法

1)道内14の総合振興局ごとに単純集計

2)B大学病院との連携、B大学主催の研修会等への参加の有無と今後の取り組み

希望内容数についてMann–WhitneyのU検定を用いて分析(有意水準p＜0.05)
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倫理的配慮

以下の点について文書で説明

1.研究の趣旨

2.参加は自由意思、途中中断も可能であり不参加により不利益は生じない

3. 匿名性を保持、回答済み調査用紙の返送により同意を得たものとする

4.データの使用は本研究のみであり、厳重に保管すること

5.本調査は旭川医科大学倫理委員会（承認番号：18232）の承認を得て

いること

また、回答は15分程度とし負担を最小限度とした

調査票の返送をもって同意とみなした
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結果①
1.回収率：73の訪問看護事業所から回答（回収率77.7%)

３.職員数と1日平均訪問件数

空知 石狩 後志 胆振 日高

6
(8.2)

21
(28.8)

3
(4.1)

3
(4.1)

1
(1.4)

渡島 桧山 上川 留萌 宗谷

4
(5.5)

2
(2.7)

17
(23.3)

2
(2.7)

2
(2.7)

オホーツク 十勝 釧路 根室

6
(8.2)

3
(4.1)

2
(2.7)

1
(1.4)
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2.事業所の所在地 n=73(%)
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結果②
４．B大学病院と連携の経験がある

事業所 (件)

所在地 空知 上川

事業所数 1 13

6

５．B大学病院との連携内容

(複数回答)

所在地 空知 上川 留萌 宗谷
オホー
ツク

事業所数 1 15 2 2 3

６．B大学が開催する研修会等への

参加経験がある事業所 (件)

61%16%

13%

5%5%

退院前後のサマリー等での情報共有

退院前カンファレンス

共同指導

同行訪問

その他

n=82



結果③
７．今後の取り組みへの参加希望状況
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８．今後の取り組みの希望内容 (複数回答)

今後の取り組み
希望回答数の平均

B大学病院との
連携

あり 2.6±1.2

なし 2.1±1.0

B大学の研修会等
への参加

あり 2.8±1.3

なし 2.2±1.0
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９．これまでの連携と今後の取り組み

の希望回答数の平均 (複数回答)

P=0.052

希望内容 希望数

勉強会・ミニレクチャー 61

専門性の高い看護師からの助言 39

事例検討会 30

共同指導 12

その他 4

n=73



考察

• 訪問看護事業所のニーズは、実践で活用できる専門的知識やケアへの介入で
あった。今後は大学・大学病院の強みを活かした連携・学習体制を構築する。
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結論

1.訪問看護事業所の連携とニーズの実態

• 退院後も医療依存度の高い患者が増加し、訪問時は的確な判断とケアが求め
られる。教育機関であり、多様な専門職、専門・認定看護師等が在籍する大
学・大学病院との連携のニーズは高い。

2.今後の取り組みに向けて

• 専門性が高い知識の共有、困難事例の検討、意見交換の必要性が示唆された。
大学・大学病院、地域双方の看護実践能力の向上を目指したキャリア支援体
制を構築する。
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